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(57)【要約】
　本発明は、画像出力方法および装置を提供する。前記
方法は、ある具体的な実施形態において、目標カメラか
ら収集されたフレームデータを取得するステップと、前
記フレームデータに基づいて目標画像を取得するステッ
プと、前記目標画像を少なくとも含む注意メッセージを
目標端末が出力するように制御するステップとを含む。
当該実施形態によれば、ユーザの家に緊急事態が発生し
たときに、ユーザが直ちにその状況を知ることができる
ため、スマート撮影機器の有効利用率が向上する。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　目標カメラから収集されたフレームデータを取得するステップと、
　前記フレームデータに基づいて目標画像を取得するステップと、
　前記目標画像を少なくとも含む注意メッセージを目標端末が出力するように制御するス
テップと、を含むことを特徴とする画像出力方法。
【請求項２】
　前記注意メッセージを目標端末が出力するように制御するステップは、
　目標端末が可視位置に目標画像を表示するように制御するステップを含むことを特徴と
する請求項１に記載の画像出力方法。
【請求項３】
　前記目標端末が可視位置に目標画像を表示するように制御するステップは、
　目標端末が前記目標画像を切り替えて表示するように制御することと、
　目標端末がデスクトップ背景に前記目標画像を表示するように制御することと、
　目標端末がロック画面背景に前記目標画像を表示するように制御することと、
　目標端末がフローティングウィンドウに前記目標画像を表示するように制御することと
、のうちの１つまたは複数を含むことを特徴とする請求項２に記載の画像出力方法。
【請求項４】
　前記フレームデータに基づいて目標画像を取得するステップは、
　前記フレームデータに基づいて、異常イベントを示す目標画像を取得するステップを含
むことを特徴とする請求項１に記載の画像出力方法。
【請求項５】
　前記フレームデータに基づいて、異常イベントを示す目標画像を取得するステップは、
　前記フレームデータのうち、隣り合うフレームデータの類似度を取得するステップと、
　所定閾値よりも小さい類似度の隣り合うフレームデータに対応する目標画像を取得する
ステップと、を含むことを特徴とする請求項４に記載の画像出力方法。
【請求項６】
　前記異常イベントは、
　知らない人が所定領域に入ったイベントと、
　所定領域での物体の位置が変化したイベントと、
　所定領域が火事になったイベントと、のうちの１つ又は複数を含むことを特徴とする請
求項１～５の何れか一項に記載の画像出力方法。
【請求項７】
　目標カメラから収集されたフレームデータを取得するように構成される第１取得モジュ
ールと、
　前記フレームデータに基づいて目標画像を取得するように構成される第２取得モジュー
ルと、
　前記目標画像を少なくとも含む注意メッセージを目標端末が出力するように制御するよ
うに構成される制御モジュールと、を備えることを特徴とする画像出力装置。
【請求項８】
　前記制御モジュールは、
　目標端末が可視位置に目標画像を表示するように制御するように構成される制御サブモ
ジュールを備えることを特徴とする請求項７に記載の画像出力装置。
【請求項９】
　前記制御サブモジュールは、
　目標端末が前記目標画像を切り替えて表示するように制御するように構成される第１表
示制御サブモジュールと、
　目標端末がデスクトップ背景に前記目標画像を表示するように制御するように構成され
る第２表示制御サブモジュールと、
　目標端末がロック画面背景に前記目標画像を表示するように制御するように構成される
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第３表示制御サブモジュールと、
　目標端末がフローティングウィンドウに前記目標画像を表示するように制御するように
構成される第４表示制御サブモジュールと、のうちの１つ又は複数を備えることを特徴と
する請求項８に記載の画像出力装置。
【請求項１０】
　前記第２取得モジュールは、
　前記フレームデータに基づいて、異常イベントを示す目標画像を取得するように構成さ
れる目標画像取得サブモジュールを備えることを特徴とする請求項７に記載の画像出力装
置。
【請求項１１】
　前記目標画像取得サブモジュールは、
　前記フレームデータのうち、隣り合うフレームデータの類似度を取得するように構成さ
れる第１取得サブモジュールと、
　所定閾値よりも小さい類似度の隣り合うフレームデータに対応する目標画像を取得する
ように構成される第２取得サブモジュールと、を備えることを特徴とする請求項１０に記
載の画像出力装置。
【請求項１２】
　前記異常イベントは、
　知らない人が所定領域に入ったイベントと、
　所定領域での物体の位置が変化したイベントと、
　所定領域が火事になったイベントと、のうちの１つ又は複数を含むことを特徴とする請
求項７～１１の何れか一項に記載の画像出力装置。
【請求項１３】
　プロセッサと、
　プロセッサの実行可能な指令を記憶するためのメモリとを備え、
　前記プロセッサは、
　目標カメラから収集されたフレームデータを取得し、
　前記フレームデータに基づいて目標画像を取得し、
　前記目標画像を少なくとも含む注意メッセージを目標端末が出力するように制御するよ
うに構成されることを特徴とする画像出力装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、電子技術分野に関し、特に画像出力方法および装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　スマート端末技術の継続的な発展に伴い、知能化した家具・電気製品が徐々に出現して
きている。スマート家具・電気製品は、人々の日常生活や仕事に応用されつつあるため、
人々の生活に多大な利便性を与えている。その中、スマートカメラビデオの応用が普及し
始めている。ユーザが家にいないとき、スマートカメラビデオを介して、自宅内の状況を
遠隔に監視可能である。しかし、関連技術では、ユーザは、監視レコードを自らチェック
しないと、自宅内の状況を知ることができない。もし自宅に緊急事態が起きれば、ユーザ
が直ちにその状況を把握できないため、スマートカメラビデオの有効利用率が低下してし
まう。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　本発明は、上記技術的問題を解決すべく、画像出力方法および装置を提供する。
【課題を解決するための手段】
【０００４】
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　本発明の実施例の第１態様によれば、画像出力方法を提供する。当該方法は、
　目標カメラから収集されたフレームデータを取得するステップと、
　前記フレームデータに基づいて目標画像を取得するステップと、
　前記目標画像を少なくとも含む注意メッセージを目標端末が出力するように制御するス
テップとを含む。
【０００５】
　好ましくは、前記注意メッセージを目標端末が出力するように制御するステップは、
　目標端末が可視位置に目標画像を表示するように制御するステップを含む。
【０００６】
　好ましくは、前記目標端末が可視位置に目標画像を表示するように制御するステップは
、
　目標端末が前記目標画像を切り替えて表示するように制御することと、
　目標端末がデスクトップ背景に前記目標画像を表示するように制御することと、
　目標端末がロック画面背景に前記目標画像を表示するように制御することと、
　目標端末がフローティングウィンドウに前記目標画像を表示するように制御することと
、のうちの１つまたは複数を含む。
【０００７】
　好ましくは、前記フレームデータに基づいて目標画像を取得するステップは、
　前記フレームデータに基づいて、異常イベントを示す目標画像を取得するステップを含
む。
【０００８】
　好ましくは、前記フレームデータに基づいて、異常イベントを示す目標画像を取得する
ステップは、
　前記フレームデータのうち、隣り合うフレームデータの類似度を取得するステップと、
　所定閾値よりも小さい類似度の隣り合うフレームデータに対応する目標画像を取得する
ステップとを含む。
【０００９】
　好ましくは、前記異常イベントは、
　知らない人が所定領域に入ったイベントと、
　所定領域での物体の位置が変化したイベントと、
　所定領域が火事になったイベントと、のうちの１つまたは複数を含む。
【００１０】
　本発明の実施例の第２態様によれば、画像出力装置を提供する。当該装置は、
　目標カメラから収集されたフレームデータを取得するように構成される第１取得モジュ
ールと、
　前記フレームデータに基づいて目標画像を取得するように構成される第２取得モジュー
ルと、
　前記目標画像を少なくとも含む注意メッセージを目標端末が出力するように制御するよ
うに構成される制御モジュールとを備える。
【００１１】
　好ましくは、前記制御モジュールは、
　目標端末が可視位置に目標画像を表示するように制御するように構成される制御サブモ
ジュールを備える。
【００１２】
　好ましくは、前記制御サブモジュールは、
　目標端末が前記目標画像を切り替えて表示するように制御するように構成される第１表
示制御サブモジュールと、
　目標端末がデスクトップ背景に前記目標画像を表示するように制御するように構成され
る第２表示制御サブモジュールと、
　目標端末がロック画面背景に前記目標画像を表示するように制御するように構成される
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第３表示制御サブモジュールと、
　目標端末がフローティングウィンドウに前記目標画像を表示するように制御するように
構成される第４表示制御サブモジュールと、のうちの１つ又は複数を備える。
【００１３】
　好ましくは、前記第２取得モジュールは、
　前記フレームデータに基づいて、異常イベントを示す目標画像を取得するように構成さ
れる目標画像取得サブモジュールを備える。
【００１４】
　好ましくは、前記目標画像取得サブモジュールは、
　前記フレームデータのうち、隣り合うフレームデータの類似度を取得するように構成さ
れる第１取得サブモジュールと、
　所定閾値よりも小さい類似度の隣り合うフレームデータに対応する目標画像を取得する
ように構成される第２取得サブモジュールとを備える。
【００１５】
　好ましくは、前記異常イベントは、
　知らない人が所定領域に入ったイベントと、
　所定領域での物体の位置が変化したイベントと、
　所定領域が火事になったイベントと、のうちの１つ又は複数を含む。
【００１６】
　本発明の実施例の第３態様によれば、画像出力装置を提供する。当該装置は、
　プロセッサと、
　プロセッサの実行可能な指令を記憶するためのメモリとを備え、
　前記プロセッサは、
　目標カメラから収集されたフレームデータを取得し、
　前記フレームデータに基づいて目標画像を取得し、
　前記目標画像を少なくとも含む注意メッセージを目標端末が出力するように制御するよ
うに構成される。
【発明の効果】
【００１７】
　本発明の実施例に供される技術案は、以下の格別な作用効果を奏することができる。
【００１８】
　本発明の上記実施例に供される画像出力方法では、目標カメラから収集されたフレーム
データを取得し、当該フレームデータに基づいて目標画像を取得し、目標画像を少なくと
も含む注意メッセージを目標端末が出力するように制御する。これにより、ユーザの家に
緊急事態が発生したときに、ユーザが直ちにその状況を知ることができるため、スマート
撮影機器の有効利用率が向上する。
【００１９】
　本発明の上記実施例に供される画像出力方法では、目標カメラから収集されたフレーム
データを取得し、当該フレームデータに基づいて、異常イベントを示す目標画像を取得し
、目標端末が可視位置に目標画像を表示するように制御する。これにより、ユーザが監視
画像表示インターフェースをオンにしなくても、早期な段階で目標画像をより素早く見つ
けることが可能となり、目標監視領域で発生した異常イベントを把握できるため、スマー
ト撮影機器の有効利用率が向上する。
【００２０】
　以上の一般的な記述および後述する詳細な説明は、例示的や解釈的なものであり、本発
明を制限するためのものでないことは、理解されるべきである。
【図面の簡単な説明】
【００２１】
　ここでの図面は、明細書を構成する一部として見なされ、本発明に適した実施例を示し
、かつ、明細書の文字記載とともに本発明の仕組みを解釈するために用いられる。
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【図１】本発明の一実施例による、本発明の実施例を適用可能な例示的システムアーキテ
クチャ図である。
【図２】本発明の一実施例による画像出力方法を示すフローチャートである。
【図３】本発明の一実施例による別の画像出力方法を示すフローチャートである。
【図４】本発明の一実施例による画像出力装置を示すブロック図である。
【図５】本発明の一実施例による別の画像出力装置を示すブロック図である。
【図６】本発明の一実施例による別の画像出力装置を示すブロック図である。
【図７】本発明の一実施例による別の画像出力装置を示すブロック図である。
【図８】本発明の一実施例による画像出力装置を示す構造模式図である。
【発明を実施するための形態】
【００２２】
　次に、実施例を詳細に説明し、例示が図に示されている。以下の記述が図に係る場合、
別途にて示さない限り、異なる図面における同じ符号は、同じまたは類似する要素を示す
。以下の実施例に記述される実施形態は、本発明と一致する全ての実施形態を代表すると
は限らない。逆に、それらは、添付の特許請求の範囲に記載されているように、本発明の
一部の態様と一致する装置および方法の例に過ぎない。
【００２３】
　本発明に記載の用語は、特定の実施例を説明する目的で使用されるものに過ぎず、本発
明を限定するものではない。本発明及び添付する特許請求の範囲に記載の単数形式の「１
種類」、「前記」及び「当該」は、前後の文章においてそれぞれ他の意味を含有すると明
確に記載される以外には、複数の形式も含む。なお、本発明に記載の「および／または」
は、挙げられる事項の1つ又は複数の何れ又は全ての組み合わせを意味する。
【００２４】
　また、本発明は、第１、第２、第３等の用語を使って各種の情報を説明するが、それら
の情報は上記用語に限定されない。それらの用語は、同一種類の情報同士を区分するため
のものに過ぎない。例えば、本発明の範囲から逸脱しない状況で、第１の情報を第２の情
報と称しても良い。同じように、第２の情報を第１の情報と称してもよい。ここで使って
いる用語「……場合」は、文脈の意味によって、「…とき」または「…と」又は「…であ
るという判定に応じて」に解釈されてもよい。
【００２５】
　図１は、本発明の実施例を適用する例示的なシステムアーキテクチャ模式図である。
【００２６】
　図１に示すように、システムアーキテクチャ１００は、撮影機器１０１、端末機器１０
２、ネットワーク１０３およびサーバ１０４を含んでもよい。ネットワーク１０３は、撮
影機器１０１あるいは端末機器１０２と、サーバ１０４との間で通信リンクの媒体を提供
する。ネットワーク１０３は、各種の接続形態、例えば、有線、無線通信リンクまたは光
ファイバ・ケーブル等を含んでもよい。
【００２７】
　撮影機器１０１は、撮影機能を有する各種の機器であってもよく、画像を収集するため
の１つまたは複数のカメラと、カメラを制御するためのプロセッサとを備えてもよい。撮
影機器１０１は、収集されたデータをサーバ１０４へ送信する、またはサーバから送信さ
れた制御指令を受信するなどができるように、ネットワーク１０３を介してサーバ１０４
とやり取りしてもよい。端末機器１０２は、リクエストや情報等を受信あるいは送信でき
るように、ネットワーク１０３を介してサーバ１０４とやり取りしてもよい。端末機器１
０２は、各種の電子機器であってもよく、スマートフォンの移動端末機器、スマートウェ
アラブル機器、タブレットＰＣおよびＰＤＡ等を含んでもよいが、それらに限定されない
。
【００２８】
　サーバ１０４は、スマート監視管理サービスおよび他の各種のサービスを提供するサー
バであってもよい。サーバ１０４は、受信したデータに対して記憶、分析等の処理を行っ
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てもよいし、撮影機器１０１または端末機器１０２へ情報を送信等してもよい。例えば、
サーバ１０４は、撮影機器１０１から収集された画像データを受信し、受信した画像デー
タを分析することで、撮影機器１０１で撮影された領域に異常イベントが発生したか否か
を特定してもよい。当該領域に異常イベントが発生したと特定されれば、画像データを整
理して異常画像を取得し、その異常画像を端末機器１０２へ送信してユーザに閲覧させて
もよい。１つのサーバが１つまたは複数のサービスを提供可能であり、且つ同一のサービ
スが複数のサーバから提供可能であることは、理解されるべきである。
【００２９】
　理解できるように、図１における撮影機器、端末機器、ネットワークおよびサーバの数
が単なる例示である。必要に応じて、任意の数の撮影機器、端末機器、ネットワークおよ
びサーバを有してもよい。
【００３０】
　以下に、具体的な実施例に合わせて、本発明を詳細に説明する。
【００３１】
　図２に示すように、図２は、一実施例による画像出力方法を示すフローチャートである
。当該方法は、スマート撮影機器に適用されてもよいし、サーバに適用されてもよい。当
該方法は、以下のステップを含む。
【００３２】
　ステップ２０１では、目標カメラから収集されたフレームデータを取得する。
【００３３】
　本実施例では、まず、目標カメラから収集されたフレーム画像データのそれぞれを取得
して、分析および処理を行う。その中、目標カメラは、目標監視領域を撮影するためのカ
メラである。例えば、ユーザが玄関領域の状況を監視しようとすれば、玄関領域を撮影す
るカメラを目標カメラとしてもよい。
【００３４】
　ステップ２０２では、当該フレームデータに基づいて目標画像を取得する。
【００３５】
　本実施例では、目標画像は、異常イベントを含む画像である。例えば、目標画像は、知
らない人が目標監視領域に入ったことを撮影した画像であってもよいし、目標監視領域で
物体が変化したことを撮影した画像（例えば、目標監視領域における物体が大風に倒され
たり、壁に掛ったものがほどけて落下したりする等）であってもよいし、目標監視領域が
火事になったことを撮影した画像等であってもよい。理解できるように、目標画像が他の
画像であってもよい。本発明では、目標画像の具体的な内容および形式態様が限定されな
い。
【００３６】
　本実施例では、取得されたフレーム画像データのそれぞれを分析し、これらのフレーム
データに対応する画像が異常イベントを含むか否かを判断してもよい。異常イベントを含
む場合、当該フレームデータに対応する画像を目標画像として特定し、当該フレームデー
タに対応する画像を目標画像として生成してもよい。
【００３７】
　ステップ２０３では、注意メッセージを目標端末が出力するように制御する。当該注意
メッセージは、少なくとも上記目標画像を含む。
【００３８】
　本実施例では、目標画像が取得された後、まず上記目標画像を少なくとも含む注意メッ
セージを生成し、そして当該注意メッセージを目標端末に伝送してユーザへディスプレイ
させるようにしてもよい。その中、目標端末は、上記目標画像を取得した撮影機器とは同
一のユーザを共有する端末である。例えば、目標端末は、上記撮影機器とは同一のユーザ
アカウントを有する端末であってもよいし、上記撮影機器に関連する端末等であってもよ
い。
【００３９】
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　本実施例では、注意メッセージは、音声情報、例えば、監視レコードをチェックするよ
うユーザへ促すための音声情報を含んでもよい。さらに、アラーム情報、例えば、所定の
音響で再生されたアラーム音を含んでもよい。さらに、テキスト注意情報、例えば、プッ
シュメッセージでプッシュされた、監視レコードをチェックするようユーザへ促すための
テキスト注意情報を含んでもよい。理解できるように、注意メッセージは、他の形態の注
意メッセージを含んでもよい。本発明では、注意メッセージの具体的な形態、および含ん
だ具体的な内容や態様が限定されない。
【００４０】
　本発明の上記実施例に供される画像出力方法では、目標カメラから収集されたフレーム
データを取得し、当該フレームデータに基づいて目標画像を取得し、目標画像を少なくと
も含む注意メッセージを目標端末が出力するように制御する。これにより、ユーザの家に
緊急事態が発生したときに、ユーザが直ちにその状況を知ることができるため、スマート
撮影機器の有効利用率が向上する。
【００４１】
　図３に示すように、図３は、一実施例による別の画像出力方法を示すフローチャートで
ある。当該実施例では、フレームデータに基づいて目標画像を取得し、注意メッセージを
目標端末が出力するように制御する過程をさらに説明した。当該方法は、スマート撮影機
器に適用されてもよいし、サーバに適用されてもよい。当該方法は、以下のステップを含
む。
【００４２】
　ステップ３０１では、目標カメラから収集されたフレームデータを取得する。
【００４３】
　ステップ３０２では、当該フレームデータに基づいて、異常イベントを示す目標画像を
取得する。
【００４４】
　本実施例では、異常イベントは、知らない人が所定領域に入ったイベントと、所定領域
での物体の位置が変化したイベントと、所定領域が火事になったイベント等とのうちの１
つまたは複数を含んでもよい。理解できるように、異常イベントは、他のイベントであっ
てもよい。本発明では、異常イベントの具体的な内容や形式態様が限定されない。その中
、所定領域は、目標カメラで撮影された目標監視領域であってもよい。本発明では、所定
領域の具体的な態様が限定されない。
【００４５】
　本実施例では、異常イベントが発生しなかった場合、隣り合うフレームデータに対応す
る画像は変化しない。異常イベントが発生した場合、異常イベントを記録した複数の隣り
合うフレームデータに相違が存在する。そのため、取得されたフレームデータが変化した
か否かに基づいて、当該フレームデータが異常イベントを示す目標画像に対応するもので
あるか否かを判断してもよい。
【００４６】
　詳細に言えば、まず、上記フレームデータのうちの隣り合うフレームデータの類似度を
それぞれ逐一に取得する。任意の実現可能なアルゴリズムを用いて上記フレームデータの
うちの隣り合うフレームデータの類似度を取得してもよい。本発明では、隣り合うフレー
ムデータの類似度を取得する具体的な形態が限定されない。次に、これらの類似度が所定
閾値よりも小さいか否かを逐一に判断する。当該所定閾値は、あらかじめ設定された閾値
であり、経験値であってもよい。理解できるように、当該所定閾値は、任意の適合な数値
であってもよい。本発明では、所定閾値の具体的な値の形態が限定されない。ある隣り合
うフレームデータの類似度が所定閾値よりも小さい場合、当該隣り合うフレームデータに
対応する画像を目標画像として取得してもよい。
【００４７】
　ステップ３０３では、目標端末が可視位置に目標画像を表示するように制御する。
【００４８】
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　本実施例では、目標端末が可視位置に目標画像を表示するように制御するとは、目標端
末が可視位置に各目標画像をそれぞれ表示するように制御することを指してもよいし、目
標端末が可視位置に目標画像から選択された幾つかの目標画像を表示するように制御する
ことを指してもよいし、目標画像に基づいて生成されたビデオ画像あるいは動的画像を目
標端末が可視位置に表示するように制御することを指してもよい。理解できるように、本
発明では、その態様が限定されない。
【００４９】
　詳細に言えば、目標端末が可視位置に目標画像を表示するように制御することは、目標
端末が目標画像を切り替えて表示するように制御することと、目標端末がデスクトップ背
景に目標画像を表示するように制御することと、目標端末がロック画面背景に目標画像を
表示するように制御することと、目標端末がフローティングウィンドウに目標画像を表示
するように制御することと、のうちの１つまたは複数を含んでもよい。
【００５０】
　本実施例では、目標端末が目標画像を切り替えて表示するように制御するとは、目標端
末が可視位置に目標画像を交代して表示するように制御することを指してもよい。例えば
、５枚の目標画像が存在するとすれば、可視位置にその５枚の目標画像を逐一に交代して
表示してもよい。各目標画像を所定の時間長（例えば、５秒、または１０秒等）表示して
もよい。
【００５１】
　目標端末がデスクトップ背景に目標画像を表示するように制御するとは、目標端末のデ
スクトップ背景を目標画像に変更することを指してもよい。例えば、目標画像が取得され
た後、現在目標端末がデスクトップを表示している場合、直接デスクトップ背景を目標画
像に変更してもよい。こうして、ユーザは、監視画像表示インターフェースをオンにする
必要をせずに、目標画像をより素早く見つけることができる。
【００５２】
　目標端末がロック画面背景に目標画像を表示するように制御するとは、目標端末のロッ
ク画面背景を目標画像に変更することを指してもよい。例えば、目標画像が取得された後
、現在目標端末が画面オフ状態である場合、直接スクリーンを点灯し、ロック画面背景を
目標画像に変更してもよい。こうして、ユーザは、監視画像表示インターフェースをオン
にする必要をせずに、目標画像をより素早く見つけることができる。
【００５３】
　目標端末がフローティングウィンドウに目標画像を表示するように制御するとは、目標
画像を目標端末のスクリーンにおけるフローティングウィンドウに表示することを指して
もよい。例えば、目標画像が取得された後、現在目標端末がユーザに使用されている場合
、現在のインターフェース上に小さいフローティングウィンドウを生成し、目標画像を当
該フローティングウィンドウ内に表示してもよい。こうして、ユーザは、監視画像表示イ
ンターフェースをオンにする必要をせずに、目標画像をより素早く見つけることができる
。
【００５４】
　理解できるように、目標画像を表示する他の方式があり得る。本発明では、目標画像を
表示する具体的な形態が限定されない。
【００５５】
　説明すべきことは、図２の実施例における同じステップについて、上記図３の実施例で
繰り返し説明しない。関連内容は、図２の実施例を参照すればよい。
【００５６】
　本発明の上記実施例に供される画像出力方法では、目標カメラから収集されたフレーム
データを取得し、当該フレームデータに基づいて、異常イベントを示す目標画像を取得し
、目標端末が可視位置に目標画像を表示するように制御する。これにより、ユーザが監視
画像表示インターフェースをオンにしなくても、早期な段階で目標画像をより素早く見つ
けることが可能となり、目標監視領域で発生した異常イベントを把握できるため、スマー
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ト撮影機器の有効利用率が向上する。
【００５７】
　注意すべきことは、図面において特定の順番で本発明の方法の操作を記述したが、必ず
当該特定の順番でこれらの操作を実行することや、示された全ての操作を実行してから始
めて期待の結果を実現することを意味や暗示するのではない。逆に、フローチャートに記
述されたステップは、実行の順番が変更され得る。補足的にあるいは選択的に、一部のス
テップを省略することや、複数のステップを１つのステップに合成して実行すること、お
よび/または、１つのステップを複数のステップに分解して実行することは、可能である
。
【００５８】
　上記画像出力方法の実施例に対応し、本発明は、画像出力装置の実施例をさらに提供す
る。
【００５９】
　図４に示すように、図４は、本発明の一実施例による画像出力装置を示すブロック図で
ある。当該装置は、第１取得モジュール４０１、第２取得モジュール４０２および制御モ
ジュール４０３を備える。
【００６０】
　ただし、第１取得モジュール４０１は、目標カメラから収集されたフレームデータを取
得するように構成される。
【００６１】
　第２取得モジュール４０２は、第１取得モジュール４０１によって取得されたフレーム
データに基づいて目標画像を取得するように構成される。
【００６２】
　制御モジュール４０３は、注意メッセージを目標端末が出力するように制御するように
構成され、当該注意メッセージは、第２取得モジュール４０２によって取得された目標画
像を少なくとも含む。
【００６３】
　本発明の上記実施例に供される画像出力装置では、目標カメラから収集されたフレーム
データを取得し、当該フレームデータに基づいて目標画像を取得し、目標画像を少なくと
も含む注意メッセージを目標端末が出力するように制御する。これにより、ユーザの家に
緊急事態が発生したときに、ユーザが直ちにその状況を知ることができるため、スマート
撮影機器の有効利用率が向上する。
【００６４】
　図５に示すように、図５は、本発明の一実施例による別の画像出力装置を示すブロック
図である。当該実施例において、上記図４に示す実施例に加えて、制御モジュール４０３
は、制御サブモジュール５０１を備えてもよい。
【００６５】
　その中、制御サブモジュール５０１は、目標端末が可視位置に目標画像を表示するよう
に制御するように構成される。
【００６６】
　幾つかの好適な実施形態において、制御サブモジュール５０１は、以下の表示制御サブ
モジュールのうちの１つまたは複数を含んでもよい。
【００６７】
　第１表示制御サブモジュールは、目標端末が目標画像を切り替えて表示するように制御
するように構成される。
【００６８】
　第２表示制御サブモジュールは、目標端末がデスクトップ背景に目標画像を表示するよ
うに制御するように構成される。
【００６９】
　第３表示制御サブモジュールは、目標端末がロック画面背景に目標画像を表示するよう
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に制御するように構成される。
【００７０】
　第４表示制御サブモジュールは、目標端末がフローティングウィンドウに目標画像を表
示するように制御するように構成される。
【００７１】
　図６に示すように、図６は、本発明の一実施例による別の画像出力装置を示すブロック
図である。当該実施例において、上記図４に示す実施例に加えて、第２取得モジュール４
０２は、目標画像取得サブモジュール６０１を備えてもよい。
【００７２】
　ただし、目標画像取得サブモジュール６０１は、上記フレームデータに基づいて異常イ
ベントを示す目標画像を取得するように構成される。
【００７３】
　本発明の上記実施例に供される画像出力装置では、上記フレームデータに基づいて異常
イベントを示す目標画像を取得し、目標画像を少なくとも含む注意メッセージを目標端末
が出力するように制御する。これにより、ユーザの家に緊急事態が発生したときに、ユー
ザが直ちにその状況を知ることができるため、スマート撮影機器の有効利用率が向上する
。
【００７４】
　図７に示すように、図７は、本発明の一実施例による別の画像出力装置を示すブロック
図である。当該実施例において、上記図６に示す実施例に加えて、目標画像取得サブモジ
ュール６０１は、第１取得サブモジュール７０１および第２取得サブモジュール７０２を
備えてもよい。
【００７５】
　ただし、第１取得サブモジュール７０１は、フレームデータのうち、隣り合うフレーム
データの類似度を取得するように構成される。
【００７６】
　第２取得サブモジュール７０２は、第１取得サブモジュール７０１によって取得された
類似度が所定閾値よりも小さい隣り合うフレームデータに対応する目標画像を取得するよ
うに構成される。
【００７７】
　本発明の上記実施例に供される画像出力装置では、フレームデータのうちの隣り合うフ
レームデータの類似度を取得し、所定閾値よりも小さい類似度の隣り合うフレームデータ
に対応する画像を目標画像として取得し、目標画像を少なくとも含む注意メッセージを目
標端末が出力するように制御する。これにより、ユーザの家に緊急事態が発生したときに
、ユーザが直ちにその状況を知ることができるため、スマート撮影機器の有効利用率が向
上する。
【００７８】
　他の幾つかの好適な実施形態では、異常イベントは、知らない人が所定領域に入ったイ
ベントと、所定領域での物体の位置が変化したイベントと、所定領域が火事になったイベ
ントと、のうちの１つまたは複数を含む。
【００７９】
　上記装置が予めスマート撮影機器またはサーバに設けられてもよいし、ダウンロード等
によりスマート撮影機器またはサーバにロードされてもよいことは、理解されるべきであ
る。上記装置における対応するモジュールは、スマート撮影機器またはサーバにおける手
段と協調して出力画像の方案を実現することができる。
【００８０】
　装置実施例が基本的に方法実施例に対応するため、関連箇所は、方法実施例部分の説明
を参照すればよい。以上に記載の装置実施例は、単なる模式的である。その中の分離部品
として説明された手段は、物理的に離間してもよいし、しなくてもよい。手段として表示
された部品は、物理手段であってもよいし、でなくてもよい。即ち、１箇所に位置しても
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よいし、複数のネットワークセルに分散してもよい。実際の必要に応じて、その中の一部
または全部のモジュールを選択して本発明の目的を達成してもよい。当業者は、進歩性に
値する労働をせずに、理解し実施可能である。
【００８１】
　それ相応に、本発明は、画像出力装置をさらに提供する。当該画像出力装置は、プロセ
ッサと、プロセッサの実行可能な指令を記憶するためのメモリとを備える。当該プロセッ
サは、目標カメラから収集されたフレームデータを取得し、上記フレームデータに基づい
て目標画像を取得し、上記目標画像を少なくとも含む注意メッセージを目標端末が出力す
るように制御するように構成される。
【００８２】
　図８は、一実施例による画像出力装置９９００を示す構造模式図である。例えば、装置
９９００は、携帯電話、コンピュータ、デジタル放送端末、メッセージ送受信機器、ゲー
ムコンソール、タブレットデバイス、医療設備、フィットネス機器、ＰＤＡなどであって
もよい。
【００８３】
　図８を参照すると、装置９９００は、処理ユニット９９０２、メモリ９９０４、電源ユ
ニット９９０６、マルチメディアユニット９９０８、オーディオユニット９９１０、入力
／出力（Ｉ／Ｏ）インターフェース９９１２、センサユニット９９１４、および、通信ユ
ニット９９１６のうちの１つまたは複数を含んでもよい。
【００８４】
　処理ユニット９９０２は、通常は、表示、電話発呼、データ通信、カメラ操作および記
録操作に関連する操作のような、装置９９００の全般操作を制御する。処理ユニット９９
０２は、上記方法の全部または一部のステップを実施させるように、指令を実行するため
の１つまたは複数のプロセッサ９９２０を含んでもよい。また、処理ユニット９９０２は
、処理ユニット９９０２と他のユニットとの間の相互作用を容易にするように、１つ又は
複数のモジュールを含んでもよい。例えば、処理ユニット９９０２は、マルチメディアユ
ニット９９０８と処理ユニット９９０２との間の相互作用を容易にするように、マルチメ
ディアモジュールを含んでもよい。
【００８５】
　メモリ９９０４は、各タイプのデータを記憶して装置９９００での操作をサポートする
ように構成される。これらのデータの例示は、装置９９００で操作するための任意のアプ
リケーションもしくは方法の指令、連絡先データ、電話帳データ、メッセージ、ピクチャ
、ビデオなどを含む。メモリ９９０４は、如何なる種別の揮発性もしくは不揮発性記憶装
置またはそれらの組合せで実現されてもよい。例えば、スタティックランダムアクセスメ
モリ（ＳＲＡＭ）、電気的に消去可能なプログラマブル読み出し専用メモリ（ＥＥＰＲＯ
Ｍ）、消去可能なプログラマブル読み出し専用メモリ（ＥＰＲＯＭ）、プログラマブル読
み出し専用メモリ（ＰＲＯＭ）、読み出し専用メモリ（ＲＯＭ）、磁気メモリ、フラッシ
ュメモリ、磁気ディスクまたは光ディスクであってもよい。
【００８６】
　電源ユニット９９０６は、装置９９００のユニットのそれぞれに電力を供給する。電源
ユニット９９０６は、電源管理システム、１つまたは複数の電源、並びに、他の装置９９
００用の電力を生成、管理および配分することに関する他のユニットを含んでもよい。
【００８７】
　マルチメディアユニット９９０８は、前記装置９９００とユーザとの間に１つの出力イ
ンターフェースを供給するスクリーンを含む。一部の実施例では、スクリーンは、液晶デ
ィスプレイ（ＬＣＤ）およびタッチパネル（ＴＰ）を含んでもよい。スクリーンは、タッ
チパネルを含む場合、ユーザからの入力信号を受信するように、ディスプレイスクリーン
として実現されてもよい。タッチパネルは、タッチ、スライドおよびタッチパネルでのジ
ェスチャを感知するように、１つまたは複数のタッチセンサを含む。前記タッチセンサは
、タッチあるいはスライド動作の境界を感知するだけではなく、タッチあるいはスライド
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操作と関連する継続時間および圧力をさらに検出することができる。一部の実施例では、
マルチメディアユニット９９０８は、１つのフロントカメラおよび／またはバックカメラ
を含む。装置９９００が操作モード、例えば、撮影モードあるいはビデオモードであると
き、フロントカメラおよび/またはバックカメラは、外部のマルチメディアデータを受信
することができる。フロントカメラおよびバックカメラのそれぞれは、１つの固定の光学
レンズシステムであってもよいし、焦点距離および光学ズーム能力を有するものであって
もよい。
【００８８】
　オーディオユニット９９１０は、オーディオ信号を出力および/または入力するように
構成される。例えば、オーディオユニット９９１０は、マイク（ＭＩＣ）を備え、装置９
９００が操作モード、例えば、発呼モード、記録モードおよび音声識別モードであるとき
、マイクは、外部オーディオ信号を受信するように構成される。受信されたオーディオ信
号は、さらに、メモリ９９０４に格納される、または、通信ユニット９９１６を介して送
信されることができる。一部の実施例では、オーディオユニット９９１０は、オーディオ
信号を出力するためのスピーカをさらに備える。
【００８９】
　Ｉ/Ｏインターフェース９９１２は、処理ユニット９９０２とペリフェラルインターフ
ェースモジュールとの間でインターフェースを供給するものであり、上記ペリフェラルイ
ンターフェースモジュールは、キーボード、クリックホイール、ボタンなどであってもよ
い。これらのボタンには、ホームページボタン、ボリュームボタン、起動ボタンおよびロ
ックボタンが含まれてもよいが、それらに限定されない。
【００９０】
　センサユニット９９１４は、様々な側面での状態推定を装置９９００に供給するための
１つまたは複数のセンサを含む。例えば、センサユニット９９１４は、装置９９００のオ
ン/オフ状態、ユニットの相対位置を検出することができ、ユニットは、例えば、装置９
９００のディスプレイおよびキーパッドである。センサユニット９９１４は、さらに、装
置９９００もしくは装置９９００の１つのユニットの位置変更、ユーザと装置９９００と
の接触の存在もしくは非存在、装置９９００の方位もしくは加速/減速および装置９９０
０の温度変化をさらに検出することができる。センサユニット９９１４は、如何なる物理
的接触もないとき、近辺にある物体の存在を検出するための近接センサを含んでもよい。
センサユニット９９１４は、さらに、イメージングアプリケーションに使用される光セン
サ、例えばＣＭＯＳまたはＣＣＤ画像センサを含んでもよい。一部の実施例では、当該セ
ンサユニット９９１４は、さらに、加速度センサ、ジャイロセンサ、磁気センサ、圧力セ
ンサ、マイクロ波センサまたは温度センサを含んでもよい。
【００９１】
　通信ユニット９９１６は、装置９９００と他の機器間の無線または有線方式の通信がで
きるように構成される。装置９９００は、通信規格に基づく無線ネットワーク、例えば、
ＷｉＦｉ、２Ｇもしくは３Ｇなどの通信規格、またはそれらの組合せに基づく無線ネット
ワークにアクセスすることができる。ある実施例では、通信ユニット９９１６は、外部ブ
ロードキャスト管理システムからのブロードキャスト信号またはブロードキャスト関連情
報をブロードキャストチャネルを介して受信する。ある実施例では、通信ユニット９９１
６は、さらに、短距離通信を容易にするように、ニアフィールド通信（ＮＦＣ）モジュー
ルを含む。例えば、ＮＦＣモジュールは、無線周波数識別（ＲＦＩＤ）技術、赤外線デー
タ協会（ＩｒＤＡ）技術、超広帯域（ＵＷＢ）技術、ブルートゥース（登録商標）（ＢＴ
）技術および他の技術によって実現されてもよい。
【００９２】
　実施例では、装置９９００は、上記方法を実行するための１つ又は複数の特定用途向け
集積回路（ＡＳＩＣ）、デジタル信号プロセッサ（ＤＳＰ）、デジタル信号処理デバイス
（ＤＳＰＤ）、プログラマブルロジックデバイス（ＰＬＤ）、フィールドプログラマブル
ゲートアレイ（ＦＰＧＡ）、コントローラ、マイクロコントローラ、マイクロプロセッサ
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【００９３】
　実施例では、指令を含む非一時的コンピュータ読み取り可能な記憶媒体、例えば、指令
を含むメモリ９９０４をさらに提供し、上記指令が装置９９００のプロセッサ９９２０に
よって実行されることで上記方法を実施させることができる。例えば、前記非一時的コン
ピュータ読み取り可能な記憶媒体は、ＲＯＭ、ランダムアクセスメモリ（ＲＡＭ）、ＣＤ
-ＲＯＭ、磁気テープ、フロッピーディスクおよび光データ記憶機器などであってもよい
。
【００９４】
　当業者は、明細書を考慮し、ここに公開された発明を実践した後、本発明の他の実施案
を容易に想到する。本願は、本発明の如何なる変形、用途または適合もカバーすることを
意図する。これらの変形、用途または適合は、本発明の一般的な仕組みに従い、かつ、本
発明に公開されていない当分野における公知常識または慣用技術手段を含む。明細書およ
び実施例は単なる例示と見なされ、本発明の本当の範囲および思想は添付する特許請求の
範囲によって与えられる。
【００９５】
　本発明が以上で記載され、且つ図面に示された正確な構造に限定されるものでなく、そ
の要旨を逸脱しない範囲で様々な補正や変更も可能であることは理解されるべきである。
本発明の範囲は、添付する特許請求の範囲のみによって限定される。
【００９６】
　本願は、出願番号が２０１６１０５１４００３.６であり、出願日が２０１６年０６月
３０日である中国特許出願に基づいて優先権を主張する。当該中国特許出願の全ての内容
は、ここに参考として引用される。

【図１】

【図２】

【図３】
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【図７】 【図８】
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